
う
。
昨
年
は
新
本
社
ビ
ル
の
着
工
に
も

と
り
か
か
っ
た
し
、
今
年
は
神
戸
経
済

同
友
会
の
新
代
表
幹
事
に
も
な
る
。
活

躍
を
期
待
し
た
い
。

Ｂ
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
の
川
上
勉
も
小

結
に
あ
げ
よ
う
。
本
社
屋
が
県
の
「
み

ど
り
の
建
築
賞
」
を
と
り
、
都
市
景
観

創
造
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
文
化
的
な

セ
ン
ス
は
買
わ
れ
て
い
い
。
加
え
て
業

績
も
い
い
。

Ｃ
そ
れ
と
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
河
本
武
も

あ
げ
た
い
ね
。
昨
年
元
町
に
立
派
な
本

店
を
出
し
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
本
気

で
神
戸
に
帰
っ
て
き
て
や
ろ
う
と
い
う

い
き
ご
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

☆
前
頭
は
微
妙

Ｃ
前
頭
の
筆
頭
は
バ
ン
ド
ー
化
学
の

雀
部
昌
吾
は
ど
う
か
。
新
社
長
に
就
任

し
今
年
も
期
待
で
き
る
。

Ｂ
カ
ワ
ノ
の
河
野
忠
博
も
よ
く
が
ん

ば
っ
た
ね
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に

新
社
屋
を
建
設
し
、
キ
ッ
カ
ー
ズ
ブ
ラ

ン
ド
の
新
展
開
を
す
る
な
ど
意
欲
的

だ
。
前
頭
筆
頭
に
し
て
も
全
く
遜
色
が

な
い
活
躍
ぶ
り
だ
。

Ａ
そ
れ
に
続
い
て
乾
汽
船
の
乾
英

文
、
川
西
倉
庫
の
川
西
章
二
、
シ
ャ
ル
レ

の
林
雅
晴
、
小
林
桂
の
小
林
博
司
。
そ

れ
ぞ
れ
多
士
才
々
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

Ｃ
新
顔
と
し
て
山
勝
真
珠
の
山
本
泉

を
推
し
た
い
ね
。

Ｂ
清
酒
業
界
か
ら
は
白
鶴
酒
造
の
嘉

納
秀
郎
、
い
ろ
ん
な
方
面
で
活
躍
し
て

い
る
沢
の
鶴
の
西
村
隆
治
が
順
当
な
と

' 8 9 弾戸掴捷雷鮒濯冠座談会、司酒特集
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ｌ
西
（
経
済
人
）
の
選
考
に
あ
た
り

審
査
の
基
準
と
し
て
、
ま
ず
各
企
業
の

業
績
内
容
を
一
番
に
、
そ
の
次
に
個
々

の
方
の
酒
品
、
酒
量
を
考
慮
し
て
選
考

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
今

回
か
ら
番
附
の
新
陳
代
謝
と
い
う
こ
と

も
含
め
ま
し
て
、
帥
才
で
定
年
と
い
う

こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
動
か
し
難
い
上
位
陣

Ａ
経
済
界
の
三
役
は
今
年
も
動
か
し

難
い
で
す
ね
。

Ｂ
田
崎
真
珠
の
田
崎
俊
作
、
ワ
ー
ル

ド
の
畑
崎
庚
敏
、
３
月
に
は
ホ
テ
ル
。

ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
も
完
成
す
る
風
月
堂

の
下
村
光
治
。
不
動
の
横
綱
だ
。

Ｃ
業
績
だ
け
で
な
く
文
化
的
な
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
上
島
伽
誹
の
上

島
達
司
を
は
じ
め
、
樽
本
産
業
の
樽
本

久
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
中
内
力
の

三
人
も
は
ず
せ
な
い
。
，

Ａ
関
脇
も
同
じ
く
変
動
な
し
で
す

ね
。
全
国
的
企
業
で
安
定
し
て
い
る
伊

藤
ハ
ム
の
伊
藤
研
一
、
積
極
的
経
営
を

展
開
し
て
い
る
森
本
倉
庫
の
森
本
禎

二
、
売
り
上
げ
も
絶
好
調
の
ジ
ャ
ヴ
ァ

の
細
川
数
夫
。
と
く
に
ジ
ャ
ヴ
ァ
は
ワ

ー
ル
ド
に
せ
ま
る
勢
い
だ
し
、
経
営
も

安
定
し
多
角
化
を
計
る
な
ど
、
も
う
少

し
番
附
を
あ
げ
て
も
い
い
く
ら
い
だ
。

Ｃ
上
位
陣
で
入
れ
か
え
ら
れ
る
の
は

年
齢
制
限
を
生
か
せ
る
小
結
だ
け
だ
れ

Ａ
小
結
に
あ
げ
る
と
す
れ
ば
前
年
前

頭
筆
頭
、
ノ
ザ
ワ
の
野
沢
太
一
郎
だ
ろ
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健さん 秘さん寺本

開

木下

翻
瑚
即

乳
謹
品

番附選考の棟子

図
趨爵

碑
．
鰯

認
§

議
蕊，

靭鯉ｉ

傭##；

潔
円

〜

悪
で
別

・
蕊
篭

鶴
鱗
鱗
鵜

こ
ろ
だ
ろ
う
。

Ａ
一
昨
年
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
自

社
ビ
ル
を
完
成
さ
せ
、
神
戸
に
拠
点
を

置
い
て
い
る
ノ
エ
ピ
ア
の
大
倉
呈
。
企

業
規
模
も
大
き
く
、
も
う
少
し
番
附
を

あ
げ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

Ｃ
同
時
期
に
自
社
ビ
ル
を
建
て
た
モ

ー
ド
オ
リ
オ
ン
の
清
水
由
民
も
順
当
な

と
こ
ろ
だ
。

Ａ
ま
た
業
績
も
安
定
し
て
い
る
六
甲

角田姦宏さん

バ
タ
ー
の
塚
本
哲
夫
、
常
に
前
向
き
な

経
営
を
目
指
す
フ
ァ
ミ
リ
ァ
の
岡
崎
晴

彦
も
こ
の
ま
ま
、
中
堅
を
維
持
し
て
貰

う
。Ｂ

新
顔
と
し
て
食
品
業
界
か
ら
Ｍ
Ｃ

Ｃ
食
品
の
水
垣
宏
隆
を
入
れ
た
い
ね
。

Ａ
そ
う
だ
れ
確
か
に
業
績
も
好
調
だ

し
異
論
は
な
い
。

Ｃ
そ
れ
と
、
本
業
の
他
、
訓
周
年
を

迎
え
た
神
戸
Ｊ
Ｃ
理
事
長
を
務
め
る
な

ど
活
躍
の
目
立
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
西
村

屋
の
西
村
理
、
積
極
的
な
多
店
舗
展
開

を
し
て
い
る
イ
ズ
ム
の
小
田
倶
義
で
前

頭
を
し
め
く
く
ろ
う
。

☆
十
両
勢
は
や
や
動
く

Ｂ
で
は
筆
頭
か
ら
…
。
ベ
ル
の
東
中

弘
吉
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
光
葉
貞
男
、

高
嶋
酒
類
食
品
の
高
嶋
良
平
は
こ
の
ま

ま
で
い
い
だ
ろ
う
。

Ａ
新
顔
と
し
て
森
真
珠
の
森
隆
を
入

れ
よ
う
。
新
神
戸
の
オ
ー
パ
に
出
店
す

る
な
ど
積
極
的
だ
。
又
同
じ
く
真
珠
業

界
か
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な
印
周
年
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
い
た
木
下
真
珠
の
木
下
章

夫
、
「
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
ー
神
戸
」
推
進

で
が
ん
ば
っ
て
い
る
高
橋
洋
三
な
ど
も

順
当
だ
。

Ｃ
今
回
メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
異
色
だ

が
弁
護
士
の
阿
部
清
治
は
は
ず
せ
な
い

ね
。Ｂ

コ
ン
フ
エ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
コ
ト
ブ

キ
の
細
谷
行
雄
、
ペ
ア
ー
ズ
の
菊
地
由

紘
は
北
野
町
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

Ａ
そ
の
他
、
外
車
販
売
へ
意
欲
を
見

せ
て
い
る
神
戸
い
す
ぎ
の
森
川
正
輿
、

今
年
度
Ｊ
Ｃ
理
事
長
に
な
る
丸
与
産
業

の
松
田
茂
樹
な
ど
新
た
に
加
え
た
い
。

Ｂ
大
工
建
設
の
西
宮
章
泰
、
活
躍
の

目
立
つ
ア
バ
ン
の
小
林
新
吉
、
サ
ザ
エ

食
品
の
戸
島
和
博
な
ど
も
こ
の
ま
ま
で

い
い
だ
ろ
う
。
．

Ｃ
そ
し
て
元
町
の
街
づ
く
り
に
積
極

的
な
活
動
を
見
せ
て
い
る
永
田
良
介
商

店
の
永
田
耕
一
、
好
調
な
食
品
業
界
か

ら
オ
リ
バ
ー
ソ
ー
ス
の
道
満
俊
彦
を
加

え
、
十
両
の
最
後
に
し
よ
う
。

ｌ
そ
れ
で
は
続
い
て
三
役
の
選
考
に

移
り
た
い
と
思
い
ま
す
１

Ａ
殊
勲
賞
に
は
Ｊ
Ｃ
訓
周
年
の
節
目

の
年
に
理
事
長
の
大
任
を
果
た
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
西
村
屋
の
西
村
理
だ
ね
。

Ｂ
技
能
賞
に
は
中
内
力
が
適
任
。
ポ

ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
南
館
を
増
設
、
さ

ら
に
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

の
社
長
も
兼
ね
て
、
ま
さ
に
技
能
賞
。

Ｃ
そ
れ
で
は
最
後
に
敢
闘
賞
だ
が
、

京
都
や
芦
屋
に
新
店
舗
を
出
す
な
ど
積

極
的
な
活
躍
が
目
立
つ
イ
ズ
ム
の
小
田

倶
義
で
決
め
た
い
。

ｌ
敬
称
略
’
八
栄
弥
に
て
Ｖ

１
４７
１

冒
蝉
。
Ｆ
Ⅱ 蕊F』２

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ﾛ 酒特集' 8 9 神戸酒捷雷鋤濯忽座議会鞠
新顔が続々と番附け入り

く審査員〉・東／文化人
佐藤廉有井基武田則明
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ｌ
で
は
ひ
き
続
き
東
八
文
化
人
Ｖ
の

選
考
に
移
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が

昨
年
一
年
間
の
中
で
特
に
目
立
っ
た
動

き
は
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
去
年
は
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
は
不
可
能

と
言
わ
れ
て
い
た
神
戸
の
演
劇
状
況

で
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
が
初

興
行
の
捲
川
幸
雄
「
仮
名
手
本
忠
臣

蔵
」
で
３
か
月
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
果
し

た
。
近
藤
正
臣
ら
の
若
い
俳
優
た
ち
も

よ
く
頑
張
っ
た
。
又
、
新
顔
の
活
躍
が

め
ざ
ま
し
い
年
で
も
あ
っ
た
ね
。

Ｂ
経
済
人
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
る

詩
人
の
季
村
敏
夫
は
「
う
つ
る
か
げ
ろ

ふ
」
と
い
う
作
品
集
を
だ
し
て
好
評
。

Ｃ
望
月
美
佐
の
弟
子
の
国
広
節
夫
は

抽
象
的
な
水
墨
画
で
独
特
な
世
界
を
創

り
だ
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

個
展
も
予
定
さ
れ
て
い
て
今
後
の
活
躍

が
期
待
で
き
る
。

Ａ
神
戸
の
近
代
洋
風
建
築
の
写
真
を

撮
り
続
け
て
い
た
高
橋
裕
嗣
の
リ
ブ
・

ラ
ブ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
個
展
は
と
て

も
評
判
が
よ
か
っ
た
。

Ｂ
京
都
芸
大
音
楽
部
・
学
部
長
の
岩

淵
龍
太
郎
を
音
楽
監
督
に
む
か
え
て
演

奏
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
神
戸
室
内
合

奏
団
の
北
浦
洋
子
は
第
一
奏
者
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
よ
。

Ｃ
も
う
ひ
と
り
、
頑
張
っ
た
女
性
が

い
る
。
滝
え
り
子
の
神
戸
国
際
会
館
で

行
な
わ
れ
た
リ
サ
イ
タ
ル
は
実
に
よ
か

っ
た
。

Ｂ
で
は
、
全
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

Ａ
横
綱
・
張
出
横
綱
の
田
辺
聖
子
と

望
月
美
佐
は
大
い
に
活
躍
し
て
い
る

し
、
お
酒
の
実
力
も
十
分
あ
る
の
だ
け

れ
ど
、
還
歴
な
の
で
残
念
な
が
ら
引
退

と
い
う
こ
と
に
…
。

Ｂ
横
綱
が
女
性
と
い
う
の
は
実
に
神

戸
ら
し
く
て
よ
か
っ
た
し
、
仕
事
の
方

も
立
派
で
し
た
ね
。

Ｃ
じ
ゃ
あ
横
綱
は
必
然
的
に
筒
井
康

隆
に
な
る
ね
。
最
近
、
少
し
体
調
を
崩

し
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
、
谷
崎
潤
一
郎

賞
も
も
ら
っ
た
し
頑
張
っ
て
頂
い
て
。

Ｂ
〃
新
子
ブ
ー
ム
〃
ま
で
お
こ
し
た

川
柳
の
時
実
新
子
は
も
う
全
国
看
板
。

初
の
番
附
入
り
で
、
一
気
に
関
脇
に
。

Ａ
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
を
受
賞
し
た
植

松
圭
二
は
神
戸
と
ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ

ル
間
を
往
復
し
て
創
作
す
る
国
際
的
作

家
と
し
て
大
活
躍
、
前
頭
筆
頭
は
当
然

だ
。Ｃ

東
仲
一
矩
も
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
を

受
賞
。
迫
力
あ
る
情
熱
的
な
踊
り
は
魅

力
的
だ
。

Ａ
朝
比
奈
千
足
は
「
題
名
の
な
い
音

楽
会
」
に
出
演
し
た
り
し
て
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
テ
ッ
ク
に
活
動
し
て
、
調
子
が
い

い
ね
。

Ｂ
ス
ペ
イ
ン
パ
ラ
モ
ス
音
楽
祭
の
監

督
を
務
め
て
、
国
際
的
評
価
を
う
け
た

鈴
木
一
郎
は
、
ス
．
へ
イ
ン
政
府
か
ら

〃
イ
ザ
ベ
ル
ラ
カ
ト
リ
カ
文
化
大
勲

章
″
を
授
与
。
神
戸
で
行
な
っ
た
文
化

ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
下
洋
輔
と
作
曲
家
の

１
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雛
Ｃ
イ
ン
ド
音
楽
と
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い

た
中
川
博
志
。
「
六
甲
を
考
え
る
会
」

の
運
動
で
ロ
ド
ニ
ー
賞
を
受
け
た
元
章

も
い
い
仕
事
を
し
て
い
る
よ
。

Ａ
二
紀
会
か
ら
の
代
表
選
手
は
高
崎

研
一
郎
だ
ろ
う
ね
。
兵
庫
県
支
部
長
に

も
な
っ
た
し
、
「
二
紀
会
・
ア
ジ
ア
ー

ア
セ
ア
ン
賞
」
も
受
賞
。
そ
の
う
え

平
吉
毅
川
の
作
品
を
神
戸
室
内
合
奏
団

の
バ
ッ
ク
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
な
ど
ユ

ニ
ー
ク
な
活
躍
ぶ
り
。

Ｂ
〃
環
境
造
形
Ｑ
″
が
加
周
年
を
お

え
て
つ
い
に
解
散
し
た
。
メ
リ
ケ
ン
パ

ー
ク
に
誕
生
し
た
〃
映
画
記
念
碑
″
の

建
造
が
最
後
の
大
作
と
な
っ
た
。
山
口

牧
生
、
増
田
正
和
、
小
林
隆
一
郎
に
ご

苦
労
様
と
。

武田則明さん 有井基さん 佐藤廉さん

て
い
る
。

Ａ
音
楽
の
伊
藤
ル
ミ
や
松
本
幸
三
は

安
定
し
て
い
る
。

Ｏ
か
な
り
新
旧
の
交
代
が
目
立
っ
た

が
、
新
し
い
顔
を
登
場
さ
せ
な
い
と
時

代
は
進
ん
で
し
ま
う
か
ら
ね
。

’
三
賞
の
選
考
に
入
り
ま
ず
、

Ａ
技
能
賞
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
日
本
と

で
大
活
躍
の
鈴
木
一
郎
に
…
。

Ｂ
女
性
で
三
賞
を
う
け
る
の
は
珍
し

い
ね
。
東
奔
西
走
の
村
上
和
子
に
敢
闘

賞
。
結
婚
も
し
た
し
こ
れ
か
ら
が
楽
し

み
。Ａ

殊
勲
賞
は
今
後
の
活
躍
に
も
期
待

を
こ
め
て
貞
松
融
に
し
ま
し
ょ
う
。

ｌ
敬
称
略
’
八
栄
弥
に
て
Ｖ

１
４９
１

「
刑
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
・
韓

日
合
同
美
術
展
」
の
日
本
側
の
団
長
と

し
て
〃
日
韓
″
の
友
交
に
尽
力
し
た
。
初

田
寿
も
現
代
美
術
で
交
流
し
て
い
る
。

Ｂ
村
上
朔
雲
も
中
国
と
の
交
流
に
ず

い
ぶ
ん
と
貢
献
し
た
。
国
際
的
な
広
い

視
野
を
持
た
な
い
と
文
化
は
育
た
な
い

ね
。Ａ

努
力
家
の
若
柳
吉
金
吾
は
リ
サ
イ

タ
ル
で
気
を
吐
い
て
い
る
。
松
本
尚
蒔

も
大
阪
文
化
祭
賞
を
受
賞
し
た
。
能
の

久
田
徹
一
一
も
、
よ
み
が
え
っ
て
き
た
ね
。

Ｃ
７
開
港
都
市
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
サ
ミ
ッ
ト
を
行
な
っ
た
角
本
稔
も

行
動
的
に
頑
張
っ
て
い
る
。

Ａ
バ
レ
エ
の
貞
松
融
は
釦
周
年
を
迎

え
た
。
〃
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
・
バ

レ
エ
学
園
″
の
本
部
ス
タ
ジ
オ
も
完
成

し
、
今
年
も
ま
す
ま
す
活
躍
す
る
だ
ろ

う
。
彼
の
と
こ
ろ
は
、
井
勝
・
貞
松
正

一
郎
な
ど
素
晴
ら
し
い
男
性
舞
踊
手
が

育
っ
て
い
る
。
関
西
で
の
公
演
の
他
に

海
外
へ
の
研
修
に
も
励
ん
で
と
て
も
意

欲
的
だ
。

Ｂ
織
田
正
吉
は
兵
庫
県
文
化
賞
も
と

っ
た
が
彼
は
飲
ま
な
い
か
ら
ね
。

Ｃ
一
昨
年
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
テ
ィ
高

砂
」
を
提
案
し
た
村
上
和
子
は
、
「
吟

醸
酒
図
鑑
」
と
い
う
本
を
出
版
、
神
戸

大
丸
で
の
「
洋
菓
子
。
天
国
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
」
展
を
監
修
と
、
〃
甘
″
に
〃
辛
″

に
大
活
躍
。
た
の
も
し
い
か
ぎ
り
だ
ね
。

Ｂ
小
曽
根
実
や
安
藤
義
則
は
恒
例
の

ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
で
頑
張
っ
て
く
れ
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÷砦一坐一一 - 皇坐幸Ｌ坐－＆ = Ｌ ~ ÷ ~ 一生一←一－÷と一生－ ~ ~ ユー一一

月ﾘ 目ﾘ 月u 月I 』削月I 』月U 月U 目I 』月I 』月Ⅲ月Ｉｊ月I 』月u 月I 」月1 J
頭
筆
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭

クラブ

捷 雷脳
サロン

太田
敢
闘
賞
小
田
倶
義

技
能
賞
中
内
力

殊
勲
賞
西
村
理

西 生田新透シマダ靴店２Ｆ< 経済人〉平
成
元
年

ＴＥＬ3 3 1 - 5 0 2 3

張
出
小
結
川
上
勉
霧
韮

張
出
小
結
河
本
武
亜
基

大 張
出
大
関
樽
本
久
歴
業
）

張
出
大
関
中
内
力
余
テ
ル
）

関
脇
伊
藤
研
一
（
食
通

張
出
関
脇
細
川
数
夫
（
繊
維
）

張
出
関
脇
森
本
禎
二
（
愈
座

張
出
横
綱
畑
崎
度
敏
萩
韮

横
綱
田
崎
俊
作
箕
迷

張
出
横
綱
下
村
光
治
愈
菜
）

小
結
野
津
太
一
郎
亜
材
）

関
上
島
達
司
節
逃

グランメール

リモ

勝負検査役 神戸市中央区下山手通２－１１－１
ＴＥＬ3 9 1 - 2 3 6 9

沢菊島市杜奥
井水田野山村

ＫＳＭピル１Ｆ

ＴＥＬ3 3 1 - 4 7 3 0

司 修啓文弘
一輔六之悠孝 不不

園長木
田島ロ 雀河乾川山林小嘉西清大塚岡水小西

部野西本林納村水倉本崎垣田村
神戸市中央寅士長狭通１－５－９

〈西方＞取組場所 ＴＥＩ』3 3 1 - 4 1 4 3 o ５６２５

正
和隆衛

飛
鳥
・
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
・
ウ
エ
ザ
ｌ

コ
ッ
ク
・
北
野
ク
ラ
ブ
・
ト
ム
キ
ャ

ン
テ
イ
・
小
万
・
士
・
セ
ン
ト
ジ
ョ

ｉ
ジ
・
千
里
・
な
ぎ
さ
・
フ
ー
ズ
フ

ー
・
松
の
家
・
山
の
手
・
る
ふ
ら
ん

・
コ
ト
ブ
キ
・
ピ
ン
・
お
る
ご
Ｉ
る

・
柊
・
ア
ダ
ル
ト
・
モ
ン
ペ
リ
エ
・

ミ
レ
ー
・
ら
う
ん
じ
内
韓
田
，
シ
ャ
ン

ゼ
リ
ゼ
・
コ
ス
モ
ス
。
赤
い
ピ
ア
ノ

雅
子
・
大
し
ま
・
マ
イ
セ
ン
・
ジ
ェ

ラ
ー
ド
・
プ
ペ
ド
ー
ル
・
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
ク
ラ
ブ
・
か
け
い
・
花
ど
け
い

ピ
ア
ス
・
ネ
ネ
・
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
モ

リ
・
水
股
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ニ
ュ

理
（
飲
食
）

倶
義
燕
巡

宏
隆
（
食
邑

晴
彦
霧
越

哲
夫
（
食
迅

冒
天
（
化
粧
品
）

由
民
蕊
逃

隆
治
荊
迩

秀
郎
蒲
蓮

博
司
（
貿
易
）

雅
晴
惑
逃

泉
重
迷

一
早
二
（
愈
庫
）

英
文
蒜
辿

忠
博
興
巡

白
目
五
貝
工
業
）

Ｉ
ム
ー
ン
ラ
イ
ト

スナック

締 役 桃の木
秋
田
博
正

中
内
功

柏
井
健
一

鬼
塚
喜
八
郎

十十も十十十十十十十十十十十十十十
両

嘉両両両両両両両両両両両両両両両
神戸市中央区下山手通２－１６－８

ＴＥＬ3 9 1 - 0 2 9 7

東光高森阿木細森西小高戸松菊永道
中葉嶋部下谷川宮林橋島田地田満 スタンド

武
田
則
明

有
井
基

佐
藤
廉

角
田
嘉
宏

寺
本
混

木
下
健

番
附
審
査

進元 5０手雛鵜里清章行正章新洋和茂由耕俊
治夫雄興泰吉三博樹紘一彦
芥箕璽百亜燕箕蚕荏喬蒙蚕墓迷韮哩韮逃迷邑遥座塁必

隆
（
其
珠
）

良
平
（
食
品
）

貞
男
璽
梨
）

弘
吉
興
莱
）

神
戸
っ
子

神戸市中央区下山手通２－１１－１
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鳥玉瀧今松藤西山
越井川津田本村本

レストラン ･ パー 酒
一
蒙
御
免
一
行
燕
硫
一
難
爾
塗
勧
一
編
集
室
一

声神トム・キャンティ
神戸市中央区下山手通２－１１－５ 敢 技殊

闘能動
賞賞賞 東 <文化人〉神戸ワシントンホテル１Ｆ

ＴＥＬ3 3 1 - 2 1 2 2

張
出
小
結
池
上
忠
治
（
美
学
）

張
出
小
結
安
水
稔
和
（
詩

張
出
関
脇
石
阪
春
生
葬
哩

張
出
関
脇
多
田
智
満
子
（
詩

関
脇
時
実
新
子
（
川
柳
）

張
出
大
関
谷
川
浩
司
蒋
挫

大
関
三
枝
和
子
不
遜

張
出
大
関
大
森
一
樹
硬
璽

張
出
横
綱
野
口
武
彦
詳
論
）

張
出
横
綱
内
藤
国
雄
蒋
挫

横
綱
筒
井
康
隆
示
遜

村鈴貞
上木松

小
結
増
田
正
和
（
造
形
）

ア
テ
ィ
ッ
ク
・
栄
珍
・
エ
ト
ワ
・
オ

ア
シ
ス
ぃ
お
た
や
ん
・
か
て
な
・
生

一
本
・
喜
八
・
京
・
ク
ィ
ー
ン
ズ
コ

ー
ト
。
く
れ
な
い
。
Ｇ
Ｅ
Ｎ
・
神
戸

時
代
・
コ
ン
パ
ス
且
山
菜
六
段
・
サ

ン
ト
ノ
ー
レ
・
環
・
シ
ュ
ガ
ー
ヒ
ル

・
蛸
の
壷
・
で
っ
さ
ん
・
瓢
亭
・
フ

ァ
ー
ス
ト
パ
ブ
・
ぼ
ん
く
ら
・
マ
コ

・
む
ろ
・
メ
イ
ホ
ー
ワ
・
巾
塁
戸
屋
‐
，
田

加
利
・
エ
ル
パ
ン
チ
ョ
キ
タ
ノ
・
蓄

藷
屋
・
太
郎
・
カ
ラ
ス
．
Ｖ
・
ｌ
ｅ
Ｗ

・
ま
め
だ
．
ア
サ
ヒ
ビ
ア
リ
ワ
ス
・

コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
・
ら
ん
た
ん
・

オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
・
デ
イ
バ
イ
デ
イ

・
千
人
代
官
・
五
十
鈴
・
サ
・
ン
太
田

ジャズライブハウス

和 一
子郎融

アルバトロス

神戸市中央区中山手通１－２２－１０
砂かむりＺＯＵピル２Ｆ

ＴＥＬ2 3 1 - 3 3 0 0

ＤＡＹｂｙＤＡＹ
霊
形
）

（
杏
逆
）

（
満
）

蕨
垂
作
塞

（
作
曲
）

（
彫
刻
）

クラブ ハ 一一一一一生ヨーヨー一一ヨー÷←全±当一凸一一生 P 半些当÷ - 畳←全坐

月Ｉｊ月U 月U 月Ｉｊ目I 』月u 月U 月I 』月I 』月1 J 月u 月I 』月u 月U 月リ月リ
頭
筆

頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
新博成和ル芳

哲吉司生子ミ功樹コトブキ

鈴伊村松佐須東若朝貞新中織君村植
木藤上本本永仲柳比松谷村田本上松

神戸市中央反三宮本通り
〈東方〉取組場所ＴＥＬ3 3 1 - 1 8 7 5

= 一つ陸

窒
二

翻
雲

昌
久

正
吉

鋸
確融

示
千
足

口
金
吾

一
矩

克
彦進

幸
三

和
子

ル
ミ

一
郎

神戸市中央区宣宮町３－２－１

茂
隆
（
作
曲
）
十

誘
紀
（
彫
刻
）
十

融
葬
錘
十

千
足
（
音
楽
）
十

金
吾
（
邦
舞
）
十

一
矩
扉
迦
十

克
彦
残
劇
）
十

進
（
減
業
‐
些
十

幸
三
声
楽
）
＋

和
子
（
企
迦
十

斗
誰
一
群
些
一
祥

ミュージックラウンジ

勝
宏次

ＴＥＬ3 9 1 - 1 0 3 3

神戸市中央区下山手通２－１１－５ 十 十十±
神戸ワシントンホテルＨ１Ｆ １１可

筆
両両両両両両両両両両両両両両両頭ＴＥＬ3 9 2 - 4 1 7 3

初
田
寿
（
美
術
）

角
本
稔
（
船
辿

小
曽
根
実
菩
塞

楠
本
喬
章
（
企
理

新
谷
英
子
扉
刻
）

松
本
尚
蒔
諏
迦

高
崎
研
一
郎
（
洋
画

岩
見
健
二
（
洋
画

季
村
敏
夫
（
詩
）

北
浦
洋
子
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

元
正
章
書
籍
）

中
川
博
志
書
塞

国
広
節
夫
書
遵

滝
え
り
子
（
ジ
ャ
ズ
）

花
柳
五
三
輔
（
邦
舞
）

高
橋
裕
嗣
写
基

呼
出
し
小
泉
康
夫

略
雨
不
拘
連
Ｈ
無
休
相
勃
申
候

松嶋休
本田場

たこやき

5１
蛸の壷
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酒
徒
と
し
て
令
名
高
い
女
優
の
三
林
京
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

て
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
石
庭
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
八
寸
を
肴

に
酒
に
つ
い
て
グ
ル
メ
に
つ
い
て
、
美
女
を
囲
め
ば
談
議
も
は
ず

み
丁
々
発
止
の
出
会
い
に
な
っ
た
。
あ
り
が
た
き
か
な
美
女
。
あ

り
が
た
き
か
な
日
本
の
酒
。
桃
源
境
に
憧
れ
つ
つ
宵
は
過
ぎ
ゆ
く

お
も
む
き
で
あ
っ
た
。
（
司
会
／
本
誌
編
集
長
・
小
泉
康
夫
）

三
林

嘉
納

三
林

秒

三
林
京
子
八
女
優
Ｖ
を
迎
え
て

嘉
納
毅
人
（
菊
正
宗
酒
造
株
式
会
社
・
社
長
）

西
村
隆
治
（
沢
の
鶴
酒
造
株
式
会
社
。
社
長
）

’
三
林
さ
ん
、
お
酒
は
よ
く
お
飲
み
に
な
り
ま
す
か
？

三
林
え
え
三
百
と
…
六
十
日
ぐ
ら
い
は
飲
ん
で
ま
す
（
笑
）

（
一
同
）
う
わ
ぁ
、
立
派
ノ
．
（
笑
）

口
酒
特
集
・
２
八
座
談
会
・
酒
と
料
理
を
語
る
Ｖ

美
女
の
肌
を
創
る
神
な
る
美
酒

牌
聴
財
蕊
識
迩
謡
》
熟

守

鑑
鶴
蕊

騨
潮
噸

認

踊
笛

舞

■
ｑ
・
印；

率熱
騨蕊

蕊議 詞鐸

i憩鍵１

,Ｊ篭’’４
回

岬
揖

お
仕
事
柄
、
嘉
納
さ
ん
も
よ
く
お
飲
み
に
な
り
ま
す
か
？

い
え
、
紺
屋
の
白
袴
で
酒
量
は
“
単
位
で
す
。

か
わ
い
そ
う
ノ
・
き
き
酒
は
？
吐
き
出
す
方
で
す
か
？

国
斗
印
出

韓
騨
一
塁

§
朝

・
農
吋

！？
鷺

騨
蕊
灘
認
識
錘
懲
禽
綴
儒
路
ｗ
瀞
錦
緊
急
鏑
．
鉛
鰯
癖
箪
谷
穂
戯
曇

蔦
:､密

|ﾐﾈ三
林
京
子
さ
ん 鴬
＃
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嘉
納
そ
う
で
す
。
沢
山
飲
め
る
人
は
逆
に
酒
を
き
く
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
ん
で
す
ね
。
き
き
酒
は
コ
ッ
プ
に
発
分
ぐ
ら
い
で
す
。

西
村
酒
屋
の
社
長
で
強
い
人
は
滅
多
に
い
ま
せ
ん
ね
。
私
な
ど

も
三
合
ぐ
ら
い
で
す
よ
。
三
林
さ
ん
は
内
藤
国
夫
さ
ん
と
の
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
撮
影
中
に
一
升
飲
ん
だ
と
い
う
話
で
す
が
？

三
林
あ
れ
は
内
藤
さ
ん
が
ご
自
分
で
一
升
五
合
も
飲
ん
で
い
る

ん
で
す
よ
。
伝
説
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
け
ど
無
理
や
り
飲
ま
さ

れ
た
ん
で
す
よ
。
ｌ
（
爆
笑
）

５３
ｉ

嘉
納
日
本
の
米
の
お
か
ず
は
酒
の
肴
に
な
る

し
、
酒
の
肴
は
ご
飯
の
お
か
ず
に
な
る
。
和
食

と
日
本
酒
は
非
常
に
密
着
し
て
ま
す
。

ｌ
食
べ
る
も
の
と
文
化
は
並
行
し
て
、
最
近

皆
さ
ん
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
ま
す
。

昔
、
ハ
レ
の
日
に
し
か
食
べ
な
か
っ
た
も
の
を

昼
に
刺
身
定
食
と
か
と
い
っ
て
食
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
し
ね
。

三
林
毎
日
ハ
レ
み
た
い
な
も
ん
や
（
笑
）

嘉
納
昔
は
酒
も
盆
と
か
正
月
な
ど
の
ハ
レ
の

日
に
し
か
飲
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
時
は
へ
べ
れ

★
酒
を
飲
め
ば
神
様
の
世
界

三
林
で
も
、
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
と
思
う
し
、
日
本
の
ご
飯
に

は
日
本
の
酒
が
合
う
で
し
ょ
う
？
え
え
も
ん
で
す
よ
。

神さまの世界ってこんなに楽しい…西村社長

で
し
た
。
日
本
栖
は
偉
そ
う
に
し
て
た
訳
で

す
。
こ
の
頃
は
変
っ
て
来
て
我
々
も
吟
酸
や
い

ろ
い
ろ
作
っ
て
ま
す
が
ね
。
う
ち
で
も
百
五
十

種
類
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
菊
正
さ
ん
は
ど

れ
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

嘉
納
う
ち
は
少
な
い
で
す
よ
。

三
林
頑
な
に
…
…
。

西
村
そ
れ
で
も
増
や
し
て
ま
す
ね
。
食
前
酒

に
は
吟
醸
酒
、
食
事
中
油
っ
こ
い
料
理
に
は
辛

口
、
瀬
戸
内
の
白
身
の
魚
な
ど
に
は
や
や
甘
口

と
い
う
具
合
に
。
面
白
い
こ
と
に
四
国
を
東
西

に
切
る
と
土
佐
の
方
は
全
部
辛
口
、
東
の
方
は

畷拙

け
に
な
る
ま
で
飲
ん
だ
も
の
で
す
が
、
今
は
毎
日
飲
み
ま
す
か
ら

ね
。
飲
む
目
的
も
変
っ
て
き
た
ん
で
す
。

西
村
日
本
酒
は
世
界
の
中
で
一
番
位
が
高
い
ん
で
す
よ
。
ハ
レ

の
日
に
神
様
か
ら
頂
い
た
お
神
酒
で
す
か
ら
、
酒
が
メ
イ
ン
な
ん

や
お
よ
る
ず

で
す
。
八
百
の
神
と
一
体
と
な
る
た
め
に
酒
を
飲
む
ん
で
す
。
神

様
の
世
界
と
は
こ
ん
な
に
楽
し
い
も
の
か
と
ね
．
ｌ
（
爆
笑
）

酒
が
メ
イ
ン
で
料
理
が
従
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
肴
な
ん
で
す
。

酒
に
合
う
料
理
と
し
て
日
本
料
理
は
発
達
し
て
来
た
ん
で
す
。
有

史
以
来
、
昭
和
“
年
代
ぐ
ら
い
ま
で
は
そ
の
意
識
で
し
た
が
、
そ

の
後
、
変
っ
て
来
ま
し
た
ね
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
な
ど
が
入
づ
て
来

て
、
格
好
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
ね
。
だ
か
ら
日
本
で
は
食
事
の

間
中
酒
は
一
種
類
で
し
た
。
日
本
酒
は
偉
そ
う
に
し
て
た
訳
で

料理には辛口の酒を…嘉納社長
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☆
甘
く
も
辛
く
も
き
け
る
灘
の
酒

西
村
雌
の
酒
は
コ
ク
と
キ
レ
が
あ
る
。
コ
ク
で
甘
く
感
じ
キ
レ

で
辛
く
感
じ
る
。
土
佐
に
も
合
う
し
甘
口
に
も
合
う
か
ら
清
酒
が

メ
イ
ン
の
時
代
は
灘
の
酒
が
偉
そ
う
に
し
て
い
て
良
か
っ
た
わ
け

で
す
。
と
こ
ろ
が
時
代
が
変
っ
て
辛
口
が
良
い
な
ん
て
い
う
の
は

間
違
い
の
最
た
る
も
の
で
す
．
ｌ
（
爆
笑
）

西
村
こ
れ
は
反
論
し
て
貰
っ
て
良
い
で
す
。
た
く
さ
ん
飲
む
人

は
辛
口
の
方
が
飲
み
易
い
ん
で
す
よ
。
で
、
よ
け
い
飲
む
人
の
発

言
が
強
い
わ
け
で
す
。
世
界
の
中
で
旨
み
と
い
う
の
は
五
味
と
い

い
ま
し
て
甘
味
、
酸
味
、
苦
味
、
辛
味
、
渋
味
で
す
。
こ
の
中
で

日
本
人
は
旨
味
と
い
う
と
甘
味
の
こ
と
で
す
。
甘
味
を
微
妙
に
感

じ
る
最
局
の
舌
を
持
っ
て
い
る
．
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
す
つ
ば
味
、

渋
味
、
苦
味
の
良
さ
が
わ
か
る
か
ら
赤
ワ
イ
ン
な
ん
で
す
。
日
本

人
で
赤
ワ
イ
ン
の
味
が
分
っ
て
良
い
と
い
っ
て
い
る
人
は
滅
多
に

い
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
赤
ワ
イ
ン
よ
り
白
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー

よ
り
ブ
ラ
ン
デ
ー
が
好
ま
れ
ま
す
。
渋
く
て
良
い
の
は
渋
い
男
だ

け
で
す
。
み
か
ん
で
も
甘
い
方
が
、
コ
ー
ヒ
ー
で
も
ブ
ル
ー
マ
ウ

ン
テ
ン
が
日
本
で
は
好
ま
れ
ま
す
。
甘
い
か
ら
で
す
よ
。
で
す
か

ら
通
は
辛
口
だ
な
ん
て
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。
さ
あ
反
論
し
て

く
だ
さ
い
．
ｌ
（
爆
笑
）

三
林
さ
あ
ノ

甘
口
の
酒
と
、
魚
が
違
う
か
ら
で
す
よ
。

江
戸
時
代
、
文
化
文
政
の
頃
は
灘
三
郷
で
全
国
の
７
割
の
シ
ェ

ア
を
持
っ
て
い
た
。
何
故
か
。
灘
の
酒
は
甘
く
も
辛
く
も
き
け
る

か
ら
、
ど
ち
ら
の
口
に
も
合
っ
た
ん
で
す
な
。
精
米
法
も
良
か
っ

た
。
水
車
精
米
で
廻
ｌ
躯
％
ぐ
ら
い
ま
で
精
米
で
き
ま
す
。
当
時

他
地
域
の
足
踏
み
精
米
で
は
８
％
ぐ
ら
い
。
今
は
釦
％
ぐ
ら
い
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
が
宮
水
と
い
う
神
秘
の
水
で
す
。

三
林
今
で
も
水
は
そ
の
水
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

西
村
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
丹
波
杜
司
と
い
う
技
術
集
団
は

ど
う
も
朝
鮮
か
ら
の
移
動
民
族
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
そ
の
人
た

ち
が
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
て
伏
見
や
伊
丹
、
池
田
に
行
き
、
そ

し
て
灘
に
来
た
。
灘
は
新
興
だ
っ
た
ん
で
す
が
ね
。

１
５４
１

☆
日
本
料
理
に
は
辛
口
の
灘
の
酒
こ
そ

嘉
納
確
か
に
江
戸
で
灘
の
酒
が
非
常
に
増
え
た
。
こ
れ
は
関
西

料
理
と
関
係
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
江
戸
に
幕
府
が
お
か
れ

て
、
関
西
か
ら
沢
山
の
人
が
江
戸
に
行
き
、
料
理
も
く
っ
つ
い
て

行
っ
た
わ
け
で
す
。
薄
味
を
味
わ
う
時
に
は
辛
口
じ
ゃ
な
い
と
味

わ
え
な
い
。
甘
口
で
す
と
舌
に
甘
さ
が
残
る
ん
で
す
。
辛
口
の
酒

は
舌
に
残
る
味
を
酒
で
洗
い
流
し
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
状
態
、
敏
感

な
状
態
に
し
て
、
微
妙
な
味
を
味
わ
っ
て
貢
う
。

も
一
つ
は
日
本
の
酒
は
だ
い
ぶ
辛
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
世
界

の
酒
に
比
べ
る
と
甘
い
方
な
ん
で
す
ね
。
戦
後
、
消
費
者
が
甘
い

も
の
に
飢
え
て
い
た
の
で
甘
味
す
な
わ
ち
お
い
し
さ
と
感
じ
た
こ

ど
も
一
つ
は
甘
さ
は
七
難
隠
す
と
い
い
ま
し
て
、
物
資
不
足
か

ら
品
質
の
落
ち
る
原
料
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
そ
れ
を
甘
く
味

を
つ
け
て
胡
魔
化
し
た
。
料
理
も
酒
も
甘
か
っ
た
。
し
か
し
だ
ん

だ
ん
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
素
材
の
風
味
を
い
か
に
引
き
出
し

て
味
わ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
来
る
と
、
辛
口
の
お
酒
で
こ

そ
素
材
の
風
味
が
味
わ
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

三
林
両
方
聞
い
た
ら
両
方
そ
う
か
な
、
と
思
い
ま
す
よ
。

西
村
伏
見
は
甘
い
ん
で
す
よ
。
伏
見
の
人
は
言
っ
て
ま
す
よ
。

京
料
理
の
淡
白
な
味
は
伏
見
の
甘
い
酒
が
合
う
、
と
ね
。
関
西
料

理
の
も
と
は
京
料
理
で
す
か
ら
、
関
西
料
理
に
は
辛
口
が
合
う
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
伏
見
が
京
料
理
に
合
わ
せ
て
酒
を
甘
く
し

て
来
た
謎
が
と
け
な
い
。
伏
見
の
女
酒
、
灘
の
男
酒
と
い
っ
て
、

私
は
関
西
料
理
に
は
伏
見
の
酒
よ
り
灘
の
や
や
辛
口
の
り
ん
と
し

た
と
こ
ろ
の
方
が
よ
い
と
思
っ
て
ま
す
。
嘉
納
さ
ん
の
い
わ
れ
る

こ
と
も
よ
く
分
る
。
そ
の
甘
味
が
戦
後
ひ
ど
か
っ
た
。
し
か
し
今

は
変
っ
て
き
て
ま
す
よ
。
自
然
の
風
味
の
甘
味
が
評
価
さ
れ
て
き

て
ま
す
。
旨
味
、
甘
味
に
つ
い
て
は
日
本
人
が
最
高
に
よ
く
わ
か

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
自
然
の
旨
味
、
甘
味
の
あ
る

辛
口
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
日
本
の
文
化
に
恥
じ
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

☆
灘
の
酒
蔵
で
飲
み
た
い
わ
／
、

三
林
私
ね
、
今
日
の
二
つ
の
銘
柄
に
は
運
命
的
な
出
会
い
が
あ

』
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る
ん
で
す
よ
。
浅
草
の
雷
門
の
側
に
悪
翌
喬
麦
″
が
あ
り
ま
す

が
、
菊
正
の
樽
を
置
い
て
ま
す
ね
。
そ
こ
で
樽
か
ら
ギ
ン
ギ
ン
の

を
飲
ん
で
日
本
酒
っ
て
こ
ん
な
に
お
い
し
か
っ
た
の
か
と
思
っ

て
、
そ
れ
か
ら
菊
正
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
私
の
父
親

（
文
楽
の
故
桐
竹
勘
十
郎
）
が
貧
乏
で
菊
正
は
買
え
な
い
の
が
人

に
貰
っ
て
「
菊
正
貰
っ
た
」
っ
て
喜
ん
で
た
か
ら
、
菊
正
っ
て
お

い
し
い
ね
ん
な
と
思
っ
て
た
け
ど
興
味
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
そ
の

お
蕎
麦
屋
さ
ん
で
「
へ
え
っ
、
日
本
酒
っ
て
お
い
し
い
も
ん
な
ん

や
な
」
っ
て
思
っ
た
の
。

と
こ
ろ
が
、
沢
の
鶴
さ
ん
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
や
ら
せ
て
貰
っ

た
時
に
工
場
で
絞
り
た
て
の
を
飲
ま
せ
て
頂
い
た
の
が
、
も
一
つ

お
い
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
何
で
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
売
っ
て
く
れ

な
い
ん
で
す
か
と
い
っ
た
ん
で
す
が
。

西
村
日
持
ち
の
問
題
な
ん
で
す
。
こ
●
れ
は
日
本
の
美
学
。
美
し

い
も
の
は
う
つ
る
い
や
す
い
。
ｌ
（
笑
）
ｌ
日
本
料
理
も
そ

う
で
す
ね
。

三
林
日
本
料
理
も
確
か
に
い
さ
ぎ
よ
い
ん
で
す
。
し
め
て
何
時

間
と
か
瞬
間
の
も
の
、
天
ぷ
ら
も
そ
う
で
す
。
鮮
度
の
変
ら
な
い

う
ち
に
食
べ
る
の
が
お
い
し
い
訳
で
す
。

西
村
だ
か
ら
蔵
に
来
て
頂
い
て
特
別
じ
ゃ
な
い
と
飲
め
な
い
訳

で
す
よ
。

三
林
蔵
を
酒
場
に
し
て
は
ダ
メ
で
す
か
？
椅
子
を
置
い
て
。

ｌ
（
爆
笑
）
ｌ

嘉
納
あ
そ
こ
で
飲
ま
れ
た
酒
は
お
い
し
い
で
す
よ
。
で
も
ね
、

今
日
の
よ
う
な
繊
細
な
料
理
を
食
べ
る
時
に
は
ち
ょ
っ
と
合
わ
な

い
。
酒
と
し
て
だ
け
飲
む
の
な
ら
う
ま
い
の
で
す
が
。

西
村
炭
酸
ガ
ス
が
多
い
で
す
。
蔵
を
見
学
し
て
い
る
と
い
う
気

分
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
三
林
さ
ん
は
味
が
分
る
人
な
ん
で
す

よ
。
味
の
分
る
天
才
と
い
う
人
は
子
供
の
時
に
、
皆
し
び
れ
る
ほ

ど
お
い
し
い
物
を
食
べ
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
。

三
林
家
は
貧
乏
の
ど
ん
底
や
け
ど
し
び
れ
る
ほ
ど
お
い
し
い
ぬ

か
漬
け
を
食
べ
て
い
ま
し
た
よ
。

西
村
そ
う
で
し
よ
。
何
か
あ
る
訳
よ
・
酒
で
も
あ
る
程
度
飲
ま

な
い
と
分
ら
な
い
。
私
も
学
生
時
代
は
お
ち
ょ
こ
一
杯
飲
ん
だ
ら

オリエンタルホテル石庭の八寸を肴に談論風発

１
５５
１
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砥

ひ
つ
く
り
返
る
方
で
…
…
。

嘉
納
そ
れ
は
信
じ
ら
れ
な
い
。

西
村
日
本
人
で
す
か
ら
、
酵
素
が

足
り
な
い
ん
で
す
。

嘉
納
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
酵
素
が
西

洋
人
に
比
べ
て
二
つ
あ
る
う
ち
の
一

つ
が
日
本
人
の
卯
彩
ぐ
ら
い
の
人
に

は
な
い
の
で
す
。

三
林
私
の
父
親
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
毎
食
一
升
で
す
か

ら
ね
。
お
ま
じ
な
い
み
た
い
な
も
ん
で
、
コ
ッ
プ
酒
を
ひ
ゅ
－
つ

と
飲
ん
で
舞
台
に
出
た
時
な
ん
て
、
キ
ラ
ー
ッ
と
。
あ
れ
は
何
な

ん
だ
ろ
う
っ
て
い
う
ぐ
ら
い
。
何
も
食
べ
も
の
は
要
ら
な
い
ん
で

す
よ
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
朝
か
ら
…
・
・
・
。

’
三
林
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
や
は
り
勘
十
郎
さ
ん
で
す
か

三
林
い
い
え
、
父
は
一
代
で
す
か
ら
名
門
み
た
い
に
い
わ
れ
て

い
ま
す
け
ど
、
た
ま
た
ま
頑
張
っ
て
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
。
祖
父

は
九
州
の
炭
鉱
の
沖
仲
仕
で
く
り
か
ら
も
ん
も
ん
を
三
十
人
ぐ
ら

い
面
倒
見
て
た
ん
で
す
け
ど
、
火
事
で
丸
焼
け
に
な
っ
て
夜
逃
げ

し
て
大
阪
に
来
て
、
父
は
口
減
ら
し
の
た
め
に
文
楽
に
弟
子
入
り

し
た
ん
で
す
よ
。

西
村
三
林
さ
ん
は
女
親
分
に
な
れ
る
素
質
あ
る
も
の
ね
。
男
を

食
っ
て
育
っ
て
ゆ
く
タ
イ
プ
だ
ね
。
水
谷
八
重
子
、
山
田
五
十

鈴
、
杉
村
春
子
、
三
林
京
子
ね
。
（
笑
）

し
い
も
の
に
こ
だ
わ
る
、
酒
と
料

理
、
京
都
の
漬
物
な
ど
何
拍
子
も
揃

っ
た
味
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
の
で
す
が
、
三
林
さ
ん
何
か

ご
注
文
は
あ
り
ま
す
か
？

三
林
私
は
日
本
酒
は
飲
む
だ
け
で

な
く
お
風
呂
に
入
れ
て
る
ん
で
す

よ
。
そ
し
て
こ
の
五
年
間
、
乳
液
や

☆
美
女
の
肌
を
つ
く
る
日
本
酒

ｌ
迫
力
あ
る
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
つ
ま
，
関
西
は
お
い

西村社長作ってください…三林さん

に
「
仕
事
上
東
京
に
出
た
方
が
便
利
で
し
よ

、
「
そ
の
気
持
は
あ
る
け
ど
神
戸
に
居
た
ら
食

べ
物
は
う
ま
い
し
、
お
い
し
い
パ
ン
が
食
べ
た

い
と
思
っ
た
ら
い
い
パ
ン
屋
も
あ
る
し
、
静
か

に
暮
せ
る
し
、
仕
事
も
そ
こ
そ
こ
で
き
る
や
な

い
か
、
何
で
東
京
に
行
か
な
あ
か
ん
ね
ん
」
と

い
わ
は
る
の
。
う
ら
や
ま
し
い
科
白
や
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

ｌ
日
本
酒
に
課
題
は
な
い
で
す
か
？

嘉
納
や
は
り
日
本
酒
と
料
理
と
の
コ
ン
ピ
ネ

ク
リ
ー
ム
を
一
切
買
い
ま
せ
ん
。
日
本
酒
を
顔

に
つ
け
て
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
変
良
い
ん
で

す
。
日
本
酒
に
梅
干
を
入
れ
た
の
と
レ
モ
ン
を

入
れ
た
の
と
二
種
類
を
作
っ
て
使
っ
て
ま
す
。

日
本
の
良
い
水
で
作
っ
て
良
い
酵
素
が
入
っ
て

る
ん
で
す
か
ら
悪
い
訳
が
な
い
ん
で
す
。
日
本

酒
か
ら
で
き
た
化
粧
水
を
一
般
化
す
る
た
め

溌
繍に

、
お
二
人
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

嘉
納
そ
れ
は
逆
に
若
い
女
性
は
使
わ
な
い
方
が
良
い
ん
で
す
。

ニ
キ
ビ
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。
少
し
年
令
が
い
っ
て
肌
が
衰
え
か

け
た
ぐ
ら
い
に
つ
け
る
と
効
果
が
あ
る
。
栄
養
が
あ
り
す
ぎ
る
ん

で
す
ね
。

三
林
と
い
う
こ
と
は
マ
ダ
ム
の
化
粧
水
で
す
ね
。

西
村
日
本
の
女
性
は
世
界
の
宝
も
の
で
す
。
も
ち
肌
と
か
雪
肌

と
か
素
晴
ら
し
い
で
す
。
こ
れ
は
米
を
食
べ
る
か
ら
で
す
。
米
は

効
率
の
よ
い
栄
養
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
精
白
す
る
か
ら
い

け
な
い
ん
で
す
よ
。
こ
の
米
と
酒
を
愛
さ
な
け
れ
ば
日
本
人
と
し

て
の
価
値
が
な
い
。
酒
と
女
は
一
し
ょ
で
す
。
日
本
の
ほ
ん
と
う

の
女
傑
は
男
に
対
し
て
礼
儀
正
し
い
で
す
し
、
よ
く
男
に
仕
え
て

ま
す
、
そ
し
て
か
わ
い
ら
し
い
。

三
林
女
か
ら
い
わ
せ
る
と
男
と
酒
は
一
し
ょ
で
す
よ
。
仕
え
た

だ
け
の
こ
と
を
分
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な

い
か
ら
女
が
怒
る
ん
で
す
。

ｌ
神
戸
は
男
性
が
女
性
を
認
め
て
婁
す
よ
。

三
林
神
戸
の
人
に
「
仕
事
上
東
京
に
出
た
方
が
便
利
で
し
よ

？
」
と
尋
ね
た
ら
、
「
そ
の
気
持
は
あ
る
け
ど
神
戸
に
居
た
ら
食
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は
食
わ
ね
ど
高
楊
子
と
い
う
で
し
ょ
う
。

三
林
そ
の
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
っ
子
は
お
金

が
な
い
の
が
口
惜
し
い
か
ら
「
宵
越
し
の
金
は
持
た
ね
え
」
と
か

「
蕎
麦
で
一
杯
…
…
」
と
か
い
っ
て
粋
が
っ
て
い
る
け
ど
、
そ
れ

は
痩
せ
我
慢
の
美
学
だ
っ
て
い
う
ん
で
す
。

痩
せ
我
慢
を
粋
に
見
せ
て
し
ま
う
と
い
う
美
学
、
セ
ン
ス
は
認

め
ま
す
け
れ
ど
も
。

西
村
そ
う
い
う
意
味
で
関
西
は
も
っ
と
誇
る
べ
き
で
す
。
関
西

は
今
、
も
っ
と
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
時
で
す
。

灘
の
提
案
と
し
て
は
、
禅
回
船
を
江
戸
に
走
ら
せ
た
い
、
関
西

の
文
化
の
た
め
に
。
で
き
た
て
の
樽
で
ね
、
江
戸
で
も
イ
ベ
ン
ト

を
や
り
た
い
し
関
西
で
も
送
り
出
し
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
。

角
川
春
樹
さ
ん
が
一
九
九
二
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
ス
ペ

イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
号
を
日
本
に
向
け
て

出
航
さ
せ
て
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
夢
を
果
し
た
い
と
い
っ
て
ま

す
。
日
本
の
港
の
中
で
神
戸
港
は
歴
史
が
あ
る
の
で
、
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
号
は
神
戸
に
着
け
た
い
と
い
っ
て
ま
す
か
ら
、
樽
回
船
も

伴
走
し
て
江
戸
に
向
か
え
た
ら
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

☆
樽
回
船
を
江
戸
へ
走
ら
す
夢

西
村
東
京
に
は
う
ま
い
料
理
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
何
ぽ
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
東
京
の
文
化
は
点
で
ね
、
家

庭
の
レ
ベ
ル
は
関
西
の
方
が
昔
か
ら

高
い
。
江
戸
は
す
つ
か
ん
び
ん
の
武

欲
し
い
で
す
ね
。

角
が
立
っ
て
い
る
の
が
大
切
で
す
か
ら
、
砥
石
と
よ
い
庖
丁
の
普

及
が
和
食
の
、
ひ
い
て
は
日
本
酒
の
普
及
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
ス
テ
ン
レ
ス
の
間
に
鋼
を
挟
ん
だ
本
わ
り
込
み
の
庖
丁
が
こ

の
頃
は
作
ら
れ
て
、
前
向
き
に
解
決
さ
れ
て
行
っ
て
ま
す
が
。

三
林
私
ね
、
庖
丁
を
全
部
鋼
に
変
え
た
ん
で
す
。
舞
台
で
匁
物

を
持
つ
役
を
や
る
時
に
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
庖
丁
し
か
知
ら
な
い
の

と
鋼
の
怖
い
よ
う
な
ド
キ
ッ
と
す
る
凄
い
切
れ
味
を
知
っ
て
い
る

の
と
で
は
全
然
違
う
ん
で
す
ね
。
鋼
の
庖
丁
は
ほ
ん
と
う
に
人
を

殺
せ
る
と
い
う
の
が
分
る
ん
で
す
。
庖
丁
一
つ
で
も
こ
れ
だ
け
違

う
。
一
生
懸
命
手
入
れ
を
し
な
い
と
錆
が
出
る
の
で
手
間
も
暇
も

か
か
る
。
で
も
手
間
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
プ
ラ
ス
。
ア
ル
フ

ァ
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

お
に
ぎ
り
で
も
機
械
で
握
っ
た
の
と
同
じ
ご
飯
で
も
、
お
母
さ

ん
が
握
っ
た
の
と
味
が
違
う
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
あ
っ
た
か
い

ハ
ー
ト
の
あ
る
精
神
を
忘
れ
か
け
て
い
る
風
潮
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
に
は
庖
丁
と
日
本
料
理
で
あ
り
日
本
酒
蚕
あ
る
と
い
う
見
直
し

方
は
素
晴
し
い
こ
と
や
と
思
う
ん
で
す
。

嘉
納
そ
れ
と
料
理
学
校
で
、
も
っ
と
基
本
的
な
も
の
を
教
え
て

－
シ
ョ
ン
で
す
か
ら
ね
。
今
は
若
い

家
庭
の
主
婦
が
庖
丁
を
持
っ
て
な
か

っ
た
り
、
持
っ
て
て
も
ス
テ
ン
レ
ス

で
す
ね
。
ス
テ
ン
レ
ス
は
い
く
ら
磨

い
て
も
切
れ
な
い
も
の
な
ん
で
す
。

引
か
な
い
と
切
れ
な
い
。
銅
は
の
せ

る
と
重
み
で
切
れ
る
ん
で
す
。
和
食

は
切
り
口
が
大
事
で
、
な
め
ら
か
で

角
が
立
っ
て
い
る
の
が
大
切
で
す
か
ら
、

及
が
和
食
の
、
ひ
い
て
は
日
本
酒
の
普
「

す
。
ス
テ
ン
レ
ス
の
間
に
鋼
を
侠
ん
喧

鞭渉露鍵調

お酒の化粧水を

１
５７
１

社長嘉納

ｌ
爆
笑
ｌ

西
村
明
治
に
な
っ
て
か
ら
東
京
に
出
た
の
は

資
産
の
な
い
次
男
、
三
男
で
し
ょ
う
。
土
地
を

持
っ
て
な
い
の
で
す
か
ら
、
う
ま
い
も
の
を
食

べ
て
い
る
筈
が
な
い
。
関
西
は
歴
史
的
に
ず
っ

と
う
ま
い
も
の
を
食
べ
て
き
て
い
ま
す
。
武
士

帆
船
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
号
と
樽
回
船
と
並

ん
で
神
戸
港
を
出
航
し
、
太
平
洋
を
航
行
し
て

東
京
港
に
入
港
す
る
…
…
こ
う
い
う
夢
を
ぜ
ひ

実
現
さ
せ
た
い
。
こ
れ
に
は
資
金
が
足
り
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
関
西
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

（
文
責
・
宇
野
洋
子
）

士
の
文
化
で
す
か
ら
。
そ
こ
で
う
ち
の
酒
が
売

れ
て
る
の
は
話
が
困
る
け
ど
。
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■
一
酒
特
集
八
３
Ｖ

恒
例
の
〃
わ
が
社
の
自
慢
の
酒
〃
。

各
社
の
代
表
的
な
銘
柄
と
、
そ
の
特

徴
を
Ａ
項
、
そ
の
酒
が
飲
め
る
店
を
Ｂ

項
に
ま
と
め
た
。
な
お
社
名
は
今
年
は

西
か
ら
東
へ
と
並
ん
で
い
る
。

☆
小
西
酒
造
八
白
雪
Ｖ

Ａ
白
雪
サ
ケ
ド
ラ
イ
（
二
級
伽
城
測
円
）

Ｂ
う
つ
の
み
屋
本
家
（
三
宮
）
、
く
い
も

の
や
哩
・
６
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
三
宮
）
、
居
酒

屋
ぼ
ん
ぽ
こ
ぽ
ん
（
三
宮
）

★
大
関
酒
造
八
大
関
Ｖ

Ａ
大
坂
屋
長
兵
術
（
二
級
期
２
３
５
０

０
円
加
減
１
５
０
０
円
）
Ｉ
吟
醗
酒
、

山
田
錦
（
一
級
岨
２
２
６
０
０
円
）
Ｉ

純
米
酒
（
濃
醇
タ
イ
プ
）
、
辛
丹
波
（
一

級
皿
２
２
２
０
０
円
）
１
本
醸
造
酒

（
淡
麗
辛
口
）
、
凍
結
酒
（
一
級
伽
祁

如
円
）
Ｉ
し
ぼ
り
た
て
・
生
原
酒
、
玄

米
酒
・
日
々
一
献
（
加
減
剛
円
）
Ｉ
ワ

イ
ン
タ
イ
プ
の
ア
ル
カ
リ
性
酒
。

Ｂ
音
羽
亭
八
焼
鳥
Ｖ
恋
皿
１
４
５
０
８

／
敷
脳
屋
鯉
吉
八
日
本
料
理
Ｖ
密
皿
Ｉ

５
１
１
１
１
以
上
、
大
坂
屋
長
兵
衛
、

魚
匠
銀
平
八
活
魚
料
理
Ｖ
恋
迎
１
３
８

１
９
１
山
田
錦
、
酒
津
大
関
八
ろ
ば

灘
五
郷
・
酒
め
ぐ
り

こ
の
銘
柄
と

こ
の
酒
処

１
５８
１

の
飲
み
き
り
サ
イ
ズ
の
純
米
酒
。
吟
醸

生
貯
蔵
酒
（
一
級
伽
畑
捌
円
）
Ｉ
翫
郁

た
る
吟
醸
香
と
生
タ
イ
プ
の
さ
わ
や
か

な
飲
み
心
地
。
ど
ん
な
料
理
に
も
合

』
フ
。Ｂ

じ
ゅ
じ
ゅ
電
弧
１
１
４
１
０
１
球
体

原
酒
・
単
一
原
酒
・
吟
醸
生
貯
蔵
酒
、

も
り

う
ま
い
も
ん
や
盛
恋
独
ｌ
Ｏ
５
４
０
１

吟
醗
生
貯
蔵
酒
・
Ｑ
ｌ
ｂ
ｉ
ｎ
・
単
一

原
酒

★
辰
馬
本
家
酒
造
八
白
鹿
Ｖ

Ａ
特
級
黒
松
白
鹿
（
畑
２
２
７
３
０
円
）

Ｉ
伝
承
四
段
仕
込
み
が
基
調
、
の
ど
ご

し
軽
く
こ
ぐ
の
あ
る
キ
メ
細
や
か
な
味

二
級
白
鹿
生
貯
蔵
酒
（
伽
城
釧
円
）
Ｉ

良
質
の
原
料
米
で
低
温
醗
酵
さ
せ
た
酒

を
低
温
熟
成
し
、
曇
詰
時
に
低
温
瞬
間

殺
菌
し
た
吟
醗
タ
イ
プ
の
さ
わ
や
か
で

マ
イ
ル
ド
な
酒
。

Ｂ
白
鹿
郷
元
町
店
宮
弧
１
１
６
２
０
、

焼
と
り
八
栄
亭
密
独
ｌ
Ｏ
９
８
９
、
寿

里
庵
容
狐
１
８
６
８
１
、
中
国
料
理
楼

外
楼
琶
測
１
６
３
４
５

☆
辰
馬
悦
蔵
商
店
Ａ
ハ
日
雁
Ｖ

Ａ
特
級
極
上
白
鷹
（
岨
２
５
０
０
０
円
、

伽
祇
２
０
０
０
円
）
Ｉ
山
田
錦
の
一
等

米
の
み
厳
選
使
用
吟
醸
純
米
酒
、
特
級

墨
松
白
鷹
（
岨
２
２
７
３
０
円
）
Ｉ
生

翫
造
り
本
醸
造
酒
、
一
級
白
庶
（
皿
２

１
８
７
０
円
）
Ｉ
糖
類
を
一
切
使
用
し

な
い
普
通
醸
造
酒
で
豊
醇
な
風
味
。

Ｂ
小
料
理
。
狸
々
画
趣
１
４
０
１
３
、

寿
司
正
蓉
”
１
２
８
９
９
、
焼
鳥
と
り

の
巣
密
捌
１
１
７
６
７
、
東
寿
司
密
皿

た
Ｖ
哲
知
ｌ
Ｏ
Ｏ
９
０
‐
凍
結
酒
、
樹

八
ス
テ
ー
キ
Ｖ
恋
蛾
ｌ
Ｏ
７
８
８
１
玄

米
酒
、
小
に
し
八
割
烹
Ｖ
蓉
弧
－
２
９

６
８
１
辛
丹
波

☆
多
聞
酒
造
八
多
聞
Ｖ

Ａ
多
聞
（
特
級
鯛
２
２
７
３
０
円
、
一

級
肥
２
１
８
７
０
円
、
二
級
蝿
２
１
３

８
０
円
）
Ｉ
甘
辛
中
庸
に
し
て
淡
麗
な

酒
。Ｂ

ぎ
や
ま
ん
蓉
醜
１
２
８
８
０
／
ひ
ら

磯
容
”
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
／
神
戸
み
そ
の
恋

捌
１
２
８
９
０
／
升
の
味
密
弧
ｌ
Ｏ
６

５
６
／
赤
ひ
げ
密
砺
１
６
９
３
９

☆
西
宮
酒
造
八
日
本
盛
Ｖ

Ａ
単
一
原
酒
（
一
級
Ⅷ
城
純
米
原
酒
１

５
０
０
円
）
Ｉ
ピ
ュ
ア
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル

な
純
米
酒
。
ブ
レ
ン
ド
（
調
合
）
を
一
切

行
わ
ず
、
熟
成
後
の
個
性
的
な
味
わ
い

を
そ
の
ま
ま
壕
詰
め
。
球
体
原
酒
（
一
級

Ⅷ
城
２
８
０
０
円
）
ｌ
高
感
度
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
提
案
型
商
品
。
ユ

ニ
ー
ク
な
ボ
ト
ル
が
特
徴
で
、
中
身
は

純
米
原
酒
。
Ｑ
ｌ
ｂ
ｉ
ｎ
（
一
級
伽
城

伽
円
）
Ｉ
気
軽
に
仕
事
の
合
間
、
ホ
ッ

と
一
息
い
れ
た
い
時
な
ど
に
ぴ
っ
た
り
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寒風の中、各社の自慢の酒づくりが行われる。

１
１
６
１
９

☆
北
山
酒
造
八
島
美
人
Ｖ

Ａ
島
美
人
純
。
生
セ
ッ
ト
（
剛
祇
×
２

２
０
０
０
円
）
Ｉ
純
米
島
美
人
は
、
選
り

抜
き
の
酒
造
米
と
銘
水
・
宮
水
の
み
を

原
料
と
し
て
醸
造
。
生
酒
島
美
人
は
特

選
の
品
質
の
酒
を
低
温
貯
蔵
し
た
原
酒

の
生
酒
。

Ｂ
大
路
屋
電
西
宮
型
１
２
１
９
９
、
あ

ん
し
ゃ
ん
亭
恋
西
宮
、
１
８
６
８
６
、

赤
門
の
各
店
。

☆
太
田
酒
造
八
道
潅
Ｖ

Ａ
金
紋
道
潅
（
一
級
蝿
２
１
８
７
０
円
）

Ｉ
手
造
り
本
醸
造
酒
、
皿
％
自
醸
酒
。

新
商
品
Ｉ
純
米
吟
醸
（
一
一
級
岨
２
２
５

０
０
円
）
、
初
し
ぼ
り
（
一
一
級
皿
２
２

０
０
０
円
）

Ｂ
割
烹
柿
右
衛
門
恋
守
口
蝿
１
３
６
５

１
、
居
酒
屋
長
谷
川
面
尼
崎
卿
１
６
８

９
２

☆
山
邑
酒
造
八
樫
正
宗
Ｖ

Ａ
デ
ラ
ッ
ク
ス
樫
正
宗
（
伽
祁
２
０
０

０
円
）
Ｉ
江
戸
時
代
よ
り
灘
酒
を
醸
造

し
、
内
蔵
八
重
要
文
化
財
Ｖ
で
つ
く
ら

れ
た
清
酒
を
粋
な
デ
ザ
イ
ン
の
ボ
ト
ル

に
つ
め
て
い
る
。

１
５９
１

Ｂ
北
浜
さ
ん
ち
か
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
、
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
、
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
各
店
、
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
レ
ス
電
弧
Ｉ

２
８
８
２

☆
国
冠
酒
造
八
国
冠
Ｖ

Ａ
清
酒
国
冠
新
製
品
Ｉ
に
ご
り
酒
（
皿

２
１
３
８
０
円
）
、
本
醸
造
（
一
級
皿

２
２
０
０
０
円
、
二
級
皿
２
１
４
８
０

円
）
。
原
料
米
は
山
田
錦
、
五
百
万
石
。

醸
造
用
最
適
米
を
和
％
以
上
精
白
し
、

仕
込
水
は
宮
水
を
使
用
ふ
鍵
ぽ
吟
醸
酵

母
に
よ
る
低
温
発
酵
で
、
製
精
酒
は
冷

房
貯
蔵
。
香
味
若
々
し
く
、
甘
味
を
お

さ
え
て
、
す
っ
き
り
と
し
て
力
が
あ
る
。

Ｂ
延
月
堂
恋
皿
１
１
８
４
８
、
う
め
た

に
電
弧
１
１
７
０
９
、
福
本
商
店
画
捌

１
４
８
４
０
、
戸
田
商
店
恋
姉
１
５
１

０
８
、
網
長
酒
店
電
皿
１
４
０
１
７

☆
白
鶴
酒
造
Ａ
ハ
日
鶴
Ｖ

Ａ
白
鶴
（
一
級
岨
２
１
８
７
０
円
、
特

級
皿
２
飛
翻
２
７
３
０
円
）
１
清
楚
に

し
て
気
品
高
い
清
酒
心
灘
酒
の
代
表
銘

柄
で
飲
み
飽
き
し
な
い
旨
口
清
酒
。

Ｂ
又
の
助
（
寿
司
）
露
迎
１
３
５
６
６
、

さ
な
え
（
割
烹
）
恋
捌
１
７
８
６
０
、

槙
（
お
食
事
処
）
恋
捌
１
２
８
１
８
、

お
や
ま
（
割
烹
）
恋
師
１
６
７
２
６
、

志
乃
（
割
烹
）
画
捌
１
７
６
８
６

☆
菊
正
宗
酒
造
八
牟
調
正
宗
Ｖ

Ａ
菊
正
宗
本
醸
造
（
一
級
皿
２
１
９
０

０
円
）
Ｉ
昨
年
三
月
中
旬
か
ら
一
級
す

べ
て
の
製
品
を
本
醸
造
で
発
売
。
本
醸

造
酒
は
、
一
般
の
清
酒
よ
り
米
の
使
用

量
が
釦
％
も
多
く
、
ご
く
味
の
あ
る
、

し
か
も
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
が
特

長
。
料
理
を
活
か
す
辛
口
の
酒
と
し
て

知
ら
れ
る
菊
正
宗
が
、
本
酸
化
に
よ
り

更
に
一
段
と
う
ま
さ
に
磨
き
を
か
け
た

☆
百
万
両
新
泉
八
百
万
両
Ｖ

Ａ
百
万
両
（
特
級
岨
２
２
７
３
０
円
、

一
級
岨
２
１
８
７
０
円
、
二
級
岨
２
１

３
８
０
円
）
、
新
泉
（
特
級
皿
２
２
７

３
０
円
、
一
級
皿
２
１
８
７
０
円
、
二

級
皿
２
１
３
８
０
円
）
、
聖
寿
（
特
級

皿
２
２
７
３
０
円
、
一
級
皿
ｆ
ｌ
８
７

０
円
、
二
級
咽
２
１
３
８
０
円
）
、
し

ぼ
り
た
て
（
二
級
期
２
２
０
０
０
円
）

Ｉ
し
ぼ
り
た
て
そ
の
ま
ま
の
新
酒
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
味
と
香
が
楽
し
め
る
本
醸

造
タ
イ
プ
。
冷
や
で
。
に
ご
り
酒
（
二

級
岨
β
１
３
８
０
円
、
Ⅷ
城
剛
円
、
剛

城
醗
円
、
Ⅷ
城
加
円
）
Ｉ
日
本
酒
度
マ

イ
ナ
ス
４
１
５
と
、
普
通
の
清
酒
の
や

や
甘
口
。
新
酒
の
香
り
が
そ
の
ま
ま
残

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
。
生
貯
蔵
酒
（
二

級
Ⅷ
城
Ⅷ
円
、
畑
祇
伽
円
）
Ｉ
の
ど
ご

し
が
よ
く
、
さ
わ
や
か
な
味
と
香
り
が

特
徴
の
本
醸
造
酒
。
必
ず
冷
や
で
。

Ｂ
酔
心
チ
ェ
ー
ン
三
宮
店
密
測
１
３
１

９
０
、
兵
庫
店
容
師
１
６
２
５
３
、
大

橋
店
密
皿
ｌ
ｌ
８
３
６
、
な
か
や
査
皿
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１
１
６
４
０
、
水
道
筋
店
恋
皿
１
３
５

７
０
、
や
き
と
り
茶
屋
や
ま
も
と
蓉
加

ｌ
Ｏ
５
０
５
、
百
万
両
西
灘
店
密
皿
ｌ

い
そ

６
３
５
６
、
磯
毎
晩
１
３
４
５
９

☆
泉
勇
之
介
商
店
八
灘
泉
Ｖ

Ａ
灘
泉
大
吟
醸
（
岨
２
３
５
０
０
円
）

Ｉ
山
田
錦
を
川
％
使
用
の
サ
ラ
ッ
と
し

た
味
。

☆
福
喜
酒
造
Ａ
△
福
毒
Ｖ

Ａ
超
特
撰
純
米
（
咽
２
４
０
０
０
円
、

加
減
セ
ッ
ト
３
０
０
０
円
）
ｉ
山
田
錦

伽
％
使
用
の
極
上
純
米
酒
。
福
毒
寒
造

り
（
岨
２
２
３
０
０
円
）
Ｉ
山
田
錦
使

用
の
生
翫
系
山
廃
仕
込
み
の
本
醸
造
。

福
毒
し
ぼ
り
た
て
（
伽
祁
２
０
０
０
円
）

Ｉ
山
田
錦
皿
％
の
新
酒
（
本
当
の
生
酒
）

福
毒
凍
結
酒
（
抑
城
剛
円
、
加
減
測
円
）

ｌ
新
酒
し
ぼ
り
た
て
原
酒
を
凍
結
。
一

年
中
し
ぼ
り
た
て
の
生
酒
が
味
わ
え
る

☆
菊
川
八
菊
川
Ｖ

Ａ
本
醸
造
（
一
級
岨
ｚ
１
９
２
０
円
）

Ｉ
〃
淡
麗
辛
口
〃
、
厳
選
さ
れ
た
最
高
級

の
酒
造
好
適
米
を
惜
し
み
な
く
磨
き
あ

げ
（
高
精
白
髄
％
）
、
米
の
う
ま
さ
を

ひ
た
す
ら
生
か
し
、
清
酒
本
来
の
う
ま

味
と
香
り
を
醸
し
出
し
た
の
ど
ご
し
の

い
い
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
辛
口
。

☆
富
久
娘
酒
造
八
富
久
娘
Ｖ

Ａ
清
酒
富
久
娘
は
、
厳
選
さ
れ
た
酒
造

好
適
米
を
高
度
に
精
白
し
て
、
古
い
伝

統
と
新
し
い
技
術
に
よ
り
心
を
込
め
て

醸
造
、
ふ
く
よ
か
な
芳
香
と
深
い
味
わ

い
は
天
下
無
双
の
旨
さ
。
純
金
箔
入
黄

金
富
久
娘
（
特
級
伽
祁
１
８
０
０
円
）

凸

Ｉ
特
に
精
選
し
た
酒
に
純
金
箔
を
入
れ

た
豪
華
な
商
品
。
業
界
に
先
駆
け
て
戦

前
よ
り
販
売
し
て
い
る
贈
答
用
に
最
適

で
ユ
ニ
ー
ク
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
。
純

金
箔
入
黄
金
３
号
セ
ッ
ト
（
特
級
伽
祁

埋
二
本
特
製
グ
ラ
ス
一
一
個
付
、
４
０
０

０
円
）
、
大
吟
醗
富
久
娘
（
特
級
辛
口

岨
ｆ
５
０
０
０
円
）
、
新
製
品
・
本
醸

造
富
久
娘
（
一
級
本
醸
造
皿
２
２
０
０

０
円
）
、
お
畑
機
能
付
清
酒
「
畑
番
娘
」

（
一
一
級
伽
祇
剛
円
）
！
新
し
い
発
想
と

開
発
技
術
に
よ
る
新
製
品
で
、
全
国
で

初
め
て
発
熱
機
能
を
容
器
に
組
み
入
れ

る
こ
と
に
成
功
し
た
も
の
で
、
お
畑
機

能
付
清
酒
の
元
祖
と
し
て
有
名
。

Ｂ
や
き
烏
。
の
ん
ち
ゃ
ん
画
捌
１
７
４

６
５
、
酒
ど
こ
ろ
・
灘
五
郷
岩
屋
店

密
Ⅷ
１
１
６
４
９
、
お
食
事
処
・
仲
よ
し

蓉
細
１
３
８
７
２
、
天
ぷ
ら
・
金
獅
子

査
醜
１
４
６
１
６
、
ス
ナ
ッ
ク
・
叶
家

容
鋤
１
６
４
５
６
、
割
烹
・
さ
な
え

宮
郷
１
７
８
６
０

★
福
徳
長
八
福
徳
長
Ｖ

Ａ
福
徳
長
蔵
酒
（
皿
２
１
４
８
０
円
）

１
本
醸
造
で
山
廃
仕
込
を
と
り
入
れ
た

本
格
的
な
灘
の
酒
。
成
分
は
特
級
酒
と

同
じ
で
濃
厚
で
あ
る
が
、
や
や
辛
口
に

仕
上
げ
、
ソ
フ
ト
な
中
に
も
キ
リ
ッ
と

し
た
押
味
の
あ
る
旨
味
が
あ
る
（
ア
ル

コ
ー
ル
分
猫
％
、
日
本
酒
度
プ
ラ
ス
ー

・
０
、
酸
度
１
．
８
）

Ｂ
ハ
イ
カ
ラ
家
族
三
宮
店
恋
迎
１
７
２

７
２
、
あ
じ
ぴ
る
魚
心
三
宮
店
恋
那
１
．

３
４
５
６
、
民
芸
肉
料
理
わ
か
ま
つ
三

１
６０
１

宮
店
恋
”
１
２
２
２
２
、
松
屋
元
町
店

密
弧
１
４
８
１
２
、
松
屋
東
店
蓉
細
Ｉ

７
４
３
６

☆
沢
の
鶴
八
津
之
鶴
Ｖ

ズ
イ
チ
ョ
ウ

Ａ
津
之
鶴
吟
醸
「
瑞
兆
」
（
一
級
伽
祁

伽
円
・
昭
和
鯛
年
、
月
新
発
売
）
Ｉ
酒
造

好
適
米
・
山
田
錦
の
優
雅
な
持
ち
味

と
、
宮
水
の
神
秘
な
力
を
生
か
し
、
当

社
な
ら
で
は
の
醸
造
法
で
入
念
に
仕
上

げ
た
上
品
な
香
り
と
優
し
く
調
和
の
と

れ
た
味
わ
い
を
持
っ
た
辛
口
タ
イ
プ
の

ソ
フ
ト
な
酒
。
和
食
は
も
ち
ろ
ん
、
多

く
の
料
理
に
マ
ッ
チ
。
七
度
’
十
度
ぐ

ら
い
に
冷
や
す
と
最
適
。

Ｂ
酒
房
・
日
本
昏
知
１
２
５
４
４
、
瀬

戸
内
海
恋
”
１
１
５
８
３
、
す
し
万

（
寿
し
）
容
捌
１
１
６
７
７
、
レ
ス
ト

ラ
ン
三
光
雪
捌
ｌ
Ｏ
２
２
６
、
京
料
理

・
た
ん
熊
恋
皿
ｌ
ｌ
ｌ
２
１

☆
金
盃
酒
造
八
金
盃
Ｖ

Ａ
金
盃
生
酒
（
加
減
剛
円
、
抑
枇
測
円
、

Ⅷ
祁
測
円
）
、
金
盃
生
酒
原
酒
ひ
と
り

一
本
（
伽
祇
測
円
）
Ｉ
し
ぼ
り
た
て
の
味

と
香
り
が
生
き
て
い
る
金
盃
生
酒
。
若

麹
を
使
用
し
、
低
温
醗
酵
で
吟
醸
造
り

に
準
じ
た
方
法
で
造
っ
た
本
生
独
特
の

香
り
と
口
当
た
り
の
良
い
淡
麗
さ
を
重

視
し
た
酒
質
。

Ｂ
高
田
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店
昏
皿
ｌ
Ｏ
３
８
７
、
森

井
本
店
恋
捌
１
５
０
７
１
、
高
田
屋
京

店
恋
砺
１
６
６
５
４
、
高
田
屋
久
菱
店

恋
師
１
３
２
７
５
、
高
田
屋
湊
店
毎
皿

ｌ
Ｏ
２
４
６
、
高
田
屋
戎
店
昏
知
１
８

０
５
１

戸
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第１１回灘の酒蔵見学会
普段見ることの出来ない、灘の酒蔵。「灘の生一本」の醸造過程
を見学することにより日本酒への理解が一層深まります。

可

6１

平成元年２月1 7 日( 金) 、１８日(±) 、１９日（日）
各蔵で、酒蔵工程の見学ときき酒等。おみやげとして、酒かす5 0 0 9 と記念ボールペン
往復はがきに、参加人数（１～５名）と代表者の住所・氏名・年齢。電話番号及び希望日を記入し
〒6 5 Ｏ神戸市中央区加納町６丁目５－１神戸市経済局観光課「酒蔵見学会係」まで２月６日必着

画期間
園学見内容
画参加方法

銘柄及び社名。 1 7 日（金）（人）''8日(土）（人)’ 1 9 日（日）（人）

魚
崎
郷

ｌ
御
影
郷

西
郷
Ｉ

金正宗

酒豪

桜正宗| 山邑酒造㈱
金露

訂正宗

白鶴 | 白鶴酒造㈱

世界長|世界長酒造鰯
百万両' 百万両新泉㈱
福寿

泉正宗

大黒正宗

甲南漬

菊川

月桂冠

富久娘

金霊|金霊酒造鶴
犀之鶴

㈱松尾仁兵衛商店

|豊津酒造㈱

金露酒造㈱

|菊正宗酒造鰯

福寿酒造㈱

泉酒造㈱

㈱安福又四郎商店

高嶋酒類食品㈱

菊川㈱灘工場

月桂冠㈱灘支店

富久娘酒造㈱

|沢．”“

10:００１１:００各2０
１４:００１５:００

１３ : ３０４０

１３:００１３:４５各4０
１４:３０１５２１５

１４ : ００３０

1 0 : ００１３:３０各4０

1 0 :００１３:３０各10 0

１３ : ３０１

１３ : 3 ０１３

１０ : 3 ０１０

随時
１０:００１１:００各3０
１３:００

1 0 : ００１１:００各2０
１４:００１５:００

1 3 : ００１３:４５各4０
１４: ３０１５: １５

1 0 :００１３:３０各1 0 0

１３ : ３０１５

１３ : ３０１３

１０ : ３０１０

１４ : 0 0 ２２

１３ : ３０１５

随時

１０ : ００３０

1 0 : ００１１:００各3０
１３:００
1 1 :００１３:００各8０
１４:００

,測僻8各2５
１４: ３０２０

1 0 : ００１１:００各2０
１４:００１５:００

１３ : ３０４０

10:００１３:３０各1（

１３ : ３０１５

1 3 : 3 ０１３

１０ : ３０１０

随時

11 :００１３:００名8０
１４:００

9 :３０１０:３０各1１
１１:３０１３: 0０
１４:００

3０

８０

６００

４５

3９

3０

配
一
躯
一
一

１２０
－

９０

4 8 0

一
ｍ
一
邪

酒蔵見学・きき酒・ＶＴＲ・上映
商品、ノベルティ即売
酒蔵見学・酒の講習・きき酒・商
品、ノベルティー即売
酒蔵見学・きき酒・スライド上映・
商品、ノベルティー即売･ 資料展示
酒蔵見学・きき酒・映画上映・商
品即売・資料展示
酒蔵見学・きき酒・映画上映・商
品、ノベルティーー即売資料展示
酒蔵見学・きき酒・映画上映・商
品、ノベルティー即売・資料展示

酒蔵見学・きき酒・商品即売
酒蔵見学・きき酒・商品、ノベル
ティー即売
酒蔵見学・きき酒・ＶＴＲ上映･ 商
品、ノベルティー即売・資料展示
酒蔵見学・酒の講習・きき酒・商
品即売

酒蔵見学・きき稲・商品即売
きき酒・映画上映・商品即売・資
料展示

酒蔵見学・酒の講習・きき酒
酒蔵見学・きき酒・映画上映・商
品即売
酒蔵見学・きき酒・映画上映・商
品即売

酒蔵見学・きき酒・映両上映・商
, 1 1 , 、ノベルティー即売・資料･ 展示
酒蔵見学・きき酒・映画上映・商
品、ノベルティー即売・資料展示
。､ 陣巻実演( 資料舘）
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